
議
会
だ
よ
り�

第
67
号

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
及
び

第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
２
回
臨
時
会

　

�　
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
い
す
み
市

一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
７
議
案
が
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会

　

�　
第
２
回
定
例
会
が
６
月
７
日
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令

和
４
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
６
議
案
が
審
議
さ
れ
、

採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
ま
た
、
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
請
願
３
件
に
つ
い
て
は
採
択
さ
れ
た
後
、

国
会
等
へ
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

令和４年第２回臨時会の議決結果
議案番号 件　　　　　名 採決

結果

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 承　認

議案第２号 専決処分の承認を求めることについて 承　認

議案第３号 いすみ市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について 可　決

議案第４号 いすみ市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例
の一部改正について 可　決

議案第５号
いすみ市一般職の職員の給与等に関する条例及びい
すみ市一般職の任期付職員の採用に関する条例の一
部改正について

可　決

議案第６号 令和４年度いすみ市一般会計補正予算（第２号） 可　決

議案第７号 令和４年度いすみ市介護保険特別会計補正予算
（第１号） 可　決

議案第８号 令和４年度いすみ市水道事業会計補正予算（第１号） 可　決

報告第１号 専決処分の報告について 報　告

報告第２号 一般会計予算の繰越明許費繰越計算書について 報　告

報告第３号 一般会計予算の事故繰越し繰越計算書について 報　告

報告第４号 事業会計予算の繰越計算書について 報　告

令和４年第２回定例会の議決結果
議案番号 件　　　　　名 採決

結果

議案第１号 いすみ市地域市民局設置条例の一部改正について 可　決

議案第２号 いすみ市議会議員及びいすみ市長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について 可　決

議案第３号 いすみ市税条例等の一部改正について 可　決

議案第４号 いすみ市国民健康保険税条例の一部改正について 可　決

議案第５号 令和４年度いすみ市一般会計補正予算(第３号) 可　決

議案第６号 令和４年度いすみ市一般会計補正予算(第４号) 可　決

議案第７号 副市長の選任について（上島浩一氏） 同　意

請願第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採
択に関する請願書 採　択

請願第２号 「国における2023年度教育予算拡充に関する意見書」
採択に関する請願書 採　択

請願第３号
「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の
支給に関する法律」の改正を求める国への意見書を
求める請願書

採　択

発議第１号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書につ
いて 可　決

発議第２号 国における2023年度教育予算拡充に関する意見書に
ついて 可　決

発議第３号 特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の
支給に関する法律の改正を求める意見書について 可　決

い す み 議 会 だ よ り 第 67 号

主
な
議
決
内
容

第
２
回
定
例
会

　
〇�

令
和
４
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
７
億
４
４
１
９
万
円
を
追
加
し
、
総
額

１
７
０
億
３
４
４
３
万
８
千
円
と
す
る
こ
と

は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
〇�

副
市
長
に
上
島
浩
一
氏
を
選
任
す
る
こ
と

は
、全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。（
再
任
）

｜　2022.8｜広報いすみ｜1



Q&AQ&AQ&A 一般質問

　第２回定例会の一般質問は、６月９日に８名の議員から市政に関する活発な議論が展開されました。
ここでは、紙面の関係で主な質問及び答弁の一部を掲載します。
　なお、一般質問及び議案審議状況等の会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ又は夷
隅文化会館、大原文化センター及び岬公民館（８月２日より業務開始）の各図書室で閲覧することがで
きます。
　（第２回定例会の会議録は９月上旬に公開を予定しています。）

黒須美智雄 議員 観光公衆トイレの設置

高 森 和 久 議員
住みたい田舎ランキングＮｏ . １から市民の幸福度・満足度No. １のま
ちづくり／いすみ市まちづくり振興基金の活用計画／いすみ市ご当地ナ
ンバープレートの発行

魚 地 展 弘 議員 いすみブランド／防災アプリ

井上ひろみ 議員 消費税インボイス制度導入の市内事業者への影響／新型コロナウイルス
感染症対策の子供たちへの影響

元 吉 栄 一 議員 津波対策／福祉の充実

山 口 朋 子 議員 遺族等が市役所窓口で行う手続きの円滑化／18歳成人への消費者教育の
充実・推進に向けて

太 田 雅 彦 議員 岬中学校への生徒送迎による周辺道路の交通渋滞の緩和

大曽根信太郎 議員 ＡＥＤ整備／観光スポットの案内看板／行政のデジタル対応

　
６
月
15
日
及
び
16
日
に
各
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
会
付

託
さ
れ
た
議
案
及
び
請
願
を
審
査

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
令
和
４
年
度
い
す

み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
け

る
主
な
質
疑
及
び
答
弁
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
購
入
数
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答�　
保
育
所
、
小
中
学
校
、
福
祉
・

介
護
施
設
等
の
感
染
対
策
と
し

て
、全
体
で
２
万
１
０
０
０
キ
ッ

ト
を
購
入
予
定
で
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

５
歳
か
ら
11
歳
の
接
種
体
制
と

接
種
率
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答�　
接
種
体
制
に
つ
い
て
は
、
も

り
か
わ
医
院
、
外
房
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
及
び
い
す
み
医
療
セ

ン
タ
ー
で
の
個
別
接
種
で
、
接

種
率
は
、
１
回
目
が
31
・
８
％
、

２
回
目
が
27
・
９
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

問�　
台
風
な
ど
の
対
策
と
し
て
、

側
溝
清
掃
や
排
水
整
備
工
事
等

の
対
応
を
し
て
い
る
と
思
う
が
、

要
望
は
何
件
く
ら
い
あ
る
の
か
、

ま
た
、
ど
う
対
応
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

答�　

今
年
度
は
、
５
月
ま
で
で

１
７
０
件
、
年
間
で
６
０
０
件

近
い
要
望
が
あ
る
な
か
で
、
住

宅
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
所
か
ら
順
次
対
応
し
て
い

ま
す
。

委
員
会

審
査

報
告

い す み 議 会 だ よ り 第 67 号
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設
置
基
準
を
考
慮
し
、
設
置

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
検
討

し
て
い
く

住
ん
で
い
る
市
民
の
幸
せ
・

安
心
を
一
番
に
考
え
各
種
施
策

を
進
め
て
い
く

新
た
な
推
奨
品
な
ど
の
創
設

を
考
え
る
こ
と
で
生
産
意
欲
の

向
上
に
努
め
、
結
果
と
し
て
販

売
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し

て
い
く

地
域
の
方
々
の
考
え
方
や
市

民
の
声
を
津
波
対
策
に
反
映
さ

せ
、整
備
を
促
進
す
る
こ
と
が
、

い
す
み
市
の
役
割
で
あ
る
と
考

え
る

制
度
を
理
解
し
た
上
で
、
市

内
事
業
者
に
よ
る
対
応
や
検
討

が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
る

答

答

答

答

答

黒�

須
議
員　
観
光
公
衆
ト
イ
レ
の

今
後
の
設
置
計
画
に
つ
い
て
、

県
の
補
助
金
が
見
込
め
る
う
ち

に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

水�

産
商
工
観
光
課
長　
市
が
設
置

す
る
観
光
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
千
葉
県
の
観
光
地
魅
力

ア
ッ
プ
整
備
事
業
補
助
金
を
活

用
し
、
財
源
確
保
を
行
っ
て
整

備
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
補
助

制
度
を
活
用
し
た
公
衆
ト
イ
レ

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
女
性
用

便
器
数
を
男
性
用
便
器
数
の

１
・
５
倍
設
置
す
る
こ
と
な
ど

が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
の
人
槽
が
大
型
と
な
り
、

建
設
費
用
も
高
額
と
な
る
こ
と

か
ら
、
市
は
観
光
地
と
し
て
お

お
む
ね
年
間
１
万
人
以
上
の
来

客
数
が
あ
る
こ
と
を
新
設
の
要

件
と
し
て
整
備
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

�　

千
葉
県
で
は
今
年
度
か
ら
観

光
地
魅
力
ア
ッ
プ
整
備
事
業
補

助
金
は
、
補
助
率
・
補
助
上
限

額
と
も
に
引
下
げ
ら
れ
て
い
ま

高�

森
議
員　
過
去
６
年
間
首
都
圏

で
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ

№
１
の
名
誉
を
勝
ち
取
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
が
い
す
み

市
に
住
ん
で
幸
せ
で
あ
る
・
満

足
し
て
い
る
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
施
策
を
強
力
に
推

進
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た

い
。

企�

画
政
策
課
長　
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
い
す
み

市
が
持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
、
住
ん
で
い
る
方

の
幸
福
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
こ
と
は
究
極
の
目
標
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
様
々
な
地
域
課
題
を
整
理
し

て
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
各
種

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

時
代
の
要
請
と
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
市
民
の
悩
み
・
苦
し

み
・
悲
し
み
に
寄
り
添
う
行
政

魚�

地
議
員　
い
す
み
ブ
ラ
ン
ド
の

更
な
る
発
展
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
施
策
を
も
っ
て
具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

水�
産
商
工
観
光
課
長　
い
す
み
ブ

ラ
ン
ド
は
、
認
定
対
象
外
産
品

と
の
差
別
化
を
す
る
こ
と
で
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生

産
地
、
流
通
、
販
売
促
進
の
各

項
目
に
お
い
て
高
い
応
募
基
準

を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
基
準

に
満
た
な
い
も
の
の
地
域
の
特

産
品
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
生

産
さ
れ
、
既
に
お
土
産
品
と
し

て
定
着
し
て
い
る
も
の
も
多
く

井�

上
議
員　
政
府
が
２
０
２
３
年

10
月
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格

請
求
書
）
制
度
に
つ
い
て
、
こ

の
制
度
開
始
に
よ
り
市
内
事
業

者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

水�

産
商
工
観
光
課
長　
市
内
事
業

者
が
消
費
税
免
税
事
業
者
で
あ

る
場
合
、
売
り
先
が
消
費
者
、

免
税
事
業
者
、
消
費
税
簡
易
課

税
事
業
者
で
あ
る
場
合
や
、
卸

売
市
場
や
農
協
、
漁
協
等
へ
の

委
託
販
売
を
行
う
場
合
は
、
イ

元�

吉
議
員　
海
岸
づ
く
り
会
議
で

の
市
の
役
割
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
伺
い
た
い
。

建�

設
課
長　
海
岸
づ
く
り
会
議
は
、

千
葉
県
が
策
定
し
た
千
葉
東
沿

岸
海
岸
保
全
基
本
計
画
に
基
づ

く
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

観
光
公
衆
ト
イ
レ
の

設
置

黒
須
美
智
雄�

議
員

い
す
み
ブ
ラ
ン
ド

魚
地
展
弘�

議
員

津
波
対
策元

吉
栄
一�

議
員

す
。
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

設
置
基
準
を
考
慮
し
、
設
置
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ

№
１
か
ら
市
民
の
幸
福
度
・

満
足
度
№
１
の
ま
ち
づ
く
り

高
森
和
久�

議
員

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
の
市
内
事
業
者
へ
の
影
響

井
上
ひ
ろ
み�

議
員

を
目
指
し
て
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、

い
す
み
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と

の
幸
せ
を
実
感
す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
の

で
、
今
後
も
一
層
、
住
ん
で
い

る
市
民
の
幸
せ
・
安
心
を
一
番

に
考
え
、
市
民
直
結
型
の
各
種

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

�　

今
後
、
経
済
の
振
興
と
未
来

へ
の
投
資
に
よ
る
持
続
す
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
、
い
す
み

ブ
ラ
ン
ド
は
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し

て
の
価
値
を
高
め
つ
つ
、
さ
ら

な
る
開
拓
を
行
い
、
い
す
み
市

産
の
商
品
を
売
り
出
す
た
め
に
、

新
た
な
推
奨
品
な
ど
の
創
設
を

考
え
る
こ
と
で
生
産
意
欲
の
向

上
に
努
め
、
結
果
と
し
て
販
売

促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求
め
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

取
引
と
変
わ
る
こ
と
が
な
い
た

め
、
特
に
影
響
が
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

�　

ま
た
、
売
り
先
が
課
税
事
業

者
で
あ
る
場
合
は
、
売
り
先
が

仕
入
税
額
控
除
を
で
き
な
く
な

る
た
め
、
売
り
先
と
価
格
面
を

含
め
、
取
引
条
件
等
に
つ
い
て

何
ら
か
の
調
整
を
行
う
必
要
が

生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
課
税
事
業
者
や
簡
易
事
業

者
へ
の
転
換
を
検
討
す
る
こ
と

も
生
じ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
制
度
を
理
解
し
た
上

で
、
市
内
事
業
者
に
よ
る
対
応

や
検
討
が
必
要
に
な
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
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い す み 議 会 だ よ り 第 67 号

議
会
の
傍
聴
自
粛
の
お
願
い

　
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
健
康
と
安
全

を
最
優
先
に
考
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
感
染
の
影
響
が
終

息
す
る
ま
で
の
間
、
控
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
日
程
（
予
定
）

８
月
30
日
㈫
10
時　
開
会

�

議
案
の
上
程

９
月
1
日
㈭
10
時　
一
般
質
問

　
　
6
日
㈫
10
時　
議
案
審
議

　
　
７
日
㈬
９
時　
委
員
会

　
　
８
日
㈭
９
時　
委
員
会

　
　
14
日
㈬
９
時　
決
算
委
員
会

　
　
15
日
㈭
９
時　
決
算
委
員
会

　
　
22
日
㈭
10
時　
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

編
集　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

☎
０
４
７
０
︱
６
２
︱
１
４
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

https://www.city.isum
i.lg.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikai�@
city.isum

i.lg.jp

各
担
当
課
職
員
が
出
向
き
、

市
民
課
窓
口
に
お
い
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る

生
徒
の
安
全
・
安
心
を
最
優

先
に
考
え
、
学
校
周
辺
道
路
の

渋
滞
緩
和
を
図
っ
て
い
く

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数
は
平
成
30

年
よ
り
16
台
の
増
で
、
そ
の
う

ち
市
で
設
置
し
た
数
は
12
台
で

す

答

答

答

遺
族
等
が
市
役
所
窓
口
で
行

う
手
続
き
の
円
滑
化

山
口
朋
子�

議
員

岬
中
学
校
へ
の
生
徒
送
迎
に

よ
る
周
辺
道
路
の
交
通
渋
滞

の
緩
和

太
田
雅
彦�

議
員

Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備

大
曽
根
信
太
郎�

議
員

海
岸
保
全
事
業
の
事
業
主
体
で

あ
る
千
葉
県
に
対
し
、
地
域
住

民
や
関
係
団
体
等
の
意
見
を
聴

き
、
津
波
対
策
に
つ
い
て
の
計

画
を
策
定
し
、
防
護
・
環
境
・

利
用
が
調
和
し
た
総
合
的
管
理

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

開
催
予
定
で
あ
る
海
岸
づ
く
り

会
議
で
は
、
い
す
み
市
が
主
体

と
な
り
、
水
産
資
源
、
観
光
資

源
、
レ
ジ
ャ
ー
の
場
所
と
し
て

後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、

海
岸
に
関
係
す
る
地
域
の
方
々

の
考
え
方
や
市
民
の
声
を
津
波

対
策
に
反
映
さ
せ
、
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
が
、
い
す
み
市
の

役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

山�

口
議
員　
現
在
の
死
亡
時
の
手

続
き
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

市�

民
課
長　
現
在
、
い
す
み
市
で

は
、
死
亡
届
を
受
理
し
た
際
、

「
死
亡
届
を
提
出
後
の
手
続
き

に
つ
い
て
」
と
い
う
案
内
文
を

各
庁
舎
に
お
い
て
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
遺
族
等
が
行

う
今
後
の
手
続
き
に
つ
い
て
必

要
な
も
の
や
問
合
せ
担
当
課
を

記
載
し
て
お
り
、
市
役
所
以
外

に
お
い
て
手
続
き
が
必
要
で
あ

る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
合

せ
先
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
は
、「
お
く
や
み
」
の
バ
ナ
ー

か
ら
各
課
の
案
内
の
一
覧
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
併
せ
て
ご
案
内
を
し
て

い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
ご
遺
族
が
各
種
手
続

き
に
来
庁
さ
れ
た
際
に
は
、
来

庁
者
に
は
で
き
る
限
り
移
動
す

る
こ
と
な
く
手
続
き
が
終
了
す

る
よ
う
、
各
担
当
課
職
員
が
出

向
き
、
市
民
課
窓
口
に
お
い
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

太�

田
議
員　
平
成
31
年
の
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て
、生
徒
の
安
全

確
保
や
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和

を
図
る
た
め
、生
徒
送
迎
用
ロ
ー

タ
リ
ー
設
置
の
必
要
性
を
質
問

し
ま
し
た
が
、現
状
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
せ
ん
。あ
ら
た
め
て

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

学�

校
教
育
課
長　
教
育
委
員
会
で

は
、
学
校
と
連
携
し
、こ
れ
ま
で

の
間
、
渋
滞
の
現
状
を
克
服
す
る

方
策
を
学
校
敷
地
内
及
び
近
隣

地
域
に
拡
大
し
な
が
ら
、送
迎
用

ロ
ー
タ
リ
ー
の
設
置
も
含
め
た

調
査
・
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

�　

岬
中
学
校
は
、
北
側
の
県
道

を
除
き
、
３
方
を
平
日
の
午
前

７
時
か
ら
８
時
半
ま
で
車
両
進

入
禁
止
の
交
通
規
制
措
置
が
さ

れ
て
い
る
市
道
に
囲
ま
れ
、
北

側
の
県
道
以
外
に
送
迎
車
両
を

誘
導
す
る
道
路
の
設
定
を
す

る
こ
と
及
び
学
校
の
敷
地
内
に

ロ
ー
タ
リ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
ス
ペ
ー
ス
等
を
考
慮
す
る

と
現
状
で
は
困
難
と
い
う
判
断

を
し
て
い
ま
す
。

　
�　

現
在
、
学
校
近
く
の
県
道
沿

い
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
駐
車
用
に

土
地
を
貸
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
で
き
る
見

通
し
が
立
ち
、
生
徒
の
乗
降
場

所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
、

渋
滞
の
改
善
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

今
後
も
生
徒
の
安
全
・
安
心

を
最
優
先
に
考
え
、
保
護
者
に

よ
る
送
迎
の
車
の
動
き
及
び
乗

降
の
状
況
を
把
握
し
、
根
気
強

く
ル
ー
ル
の
遵
守
等
を
呼
び
か

け
な
が
ら
、
学
校
周
辺
道
路
の

渋
滞
緩
和
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

大�

曽
根
議
員　
平
成
30
年
12
月
の

質
問
で
「
市
民
の
安
心
安
全
の

た
め
に
し
っ
か
り
進
め
る
」
と

の
回
答
で
し
た
が
、
そ
の
後
の

市
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数
は
増
え
て
い

る
か
、
ま
た
、
新
規
設
置
の
内
、

市
が
行
っ
た
数
は
い
く
つ
あ
る

か
伺
い
た
い
。

健�

康
高
齢
者
支
援
課
長　
令
和
４

年
４
月
現
在
、
市
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
数
は
77
台
で
、
平
成
30
年

よ
り
16
台
の
増
で
、
そ
の
う
ち

市
で
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数
は

12
台
で
す
。

　

�　

ま
た
、
現
在
、
市
内
に
お
い

て
、
24
時
間
使
用
可
能
な
場
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

大
原
駅
の
待
合
室
に
設
置
の
１

台
で
す
。
24
時
間
、
い
つ
で
も

誰
で
も
使
用
可
能
な
場
所
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
市

民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
は

必
要
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
先

進
事
例
を
参
考
に
、
前
向
き
に

考
え
て
い
き
ま
す
。
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